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一
九
四
九
年
の
暮
、
惜
し
ま
れ
て
世
を
去
つ
た
、
故
グ
ス
タ
ー
フ
ニ
フ
ー
ト

ブ
ル
ッ
フ
教
授
が
、
一
九
四
七
年
秋
に
、
晩
年
の
法
哲
學
に
關
す
る
思
索
を
、

「
法
哲
學
入
門
」
と
し
て
世
に
問
わ
れ
て
か
ら
、
早
く
も
十
年
に
近
い
殻
月
が

七
九

（
九
六
五
）



紹
　
介
　
と
　
批
　
評

流
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
そ
の
、
寛
容
に
L
て
穏
健
な
人
格
に
裏
打
ち
さ
れ
、
深
い
累
識
を
織
り
な
す

思
想
の
展
開
は
、
い
と
も
鮮
や
か
な
色
彩
を
持
ち
、
一
九
三
〇
年
の
頃
に
は
、

一
世
を
風
靡
し
て
い
た
と
傳
え
聞
く
。

　
そ
し
て
亥
な
る
最
悪
の
時
期
、
印
ち
一
九
三
三
年
に
、
罐
力
を
背
景
と
し
た

ナ
チ
ス
の
暴
力
が
、
政
権
に
つ
い
て
ほ
L
い
ま
ま
な
支
配
を
行
つ
た
時
代
に
は
、

時
流
に
迎
合
す
る
こ
と
な
く
、
自
己
に
忠
實
な
孤
高
の
生
活
を
、
書
齋
で
邊
つ

て
居
ら
れ
た
こ
と
、
こ
れ
叉
、
教
授
を
知
る
人
達
の
奪
敬
お
く
能
わ
ざ
る
と
こ

ろ
で
あ
つ
た
。

　
敗
職
を
契
機
と
し
て
、
矢
は
弦
か
ら
離
れ
た
。
こ
の
時
あ
る
を
深
く
期
し

て
、
い
か
に
き
び
し
く
自
已
反
省
を
加
え
、
そ
し
て
思
想
の
蓄
積
を
績
け
て
居

ら
れ
た
か
を
物
語
る
よ
う
に
、
偉
大
な
る
「
良
識
」
の
襲
言
は
始
ま
る
。

　
ナ
チ
ズ
ム
を
生
ん
で
し
ま
つ
た
、
ド
イ
ッ
法
實
謹
主
義
1
こ
の
こ
と
は
自

己
自
身
に
劉
す
る
反
省
で
も
あ
る
ー
の
批
判
。
ナ
チ
ズ
ム
の
再
來
に
勤
す
る

思
想
的
武
装
。
そ
の
結
論
が
牧
め
ら
れ
て
い
る
の
が
本
書
で
あ
る
。

　
す
で
に
早
く
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
年
）
十
月
に
、
矢
崎
助
教
授
の

「
ラ
ー
ド
ブ
ル
ヅ
フ
に
於
け
る
晩
年
の
誤
題
」
と
題
す
る
論
丈
が
、
本
書
の
核

心
を
克
明
に
論
じ
、
翌
昭
和
二
十
七
年
四
月
に
は
、
故
和
田
小
次
郎
教
授
の
手

で
、
本
書
の
一
節
が
「
法
學
の
歴
史
と
理
論
」
の
中
に
抄
鐸
さ
れ
、
い
ず
れ
も

渋
律
時
報
に
獲
表
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
激
授
の
晩
年
に
於
け
る
中
心
問
題
「
法
律
を
超

え
る
法
」
と
い
う
思
想
が
、
峯
村
教
授
に
よ
り
「
自
然
法
と
實
定
法
」
（
法
學

研
究
二
＋
五
巻
＋
一
・
＋
二
合
併
號
）
で
、
矢
崎
助
教
授
に
よ
り
「
自
然
法
」
の

中
で
、
と
も
に
克
明
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
私
共
は
こ
れ
等
の
紹
介
、
研
究
に

八
○

（
九
六
六
）

よ
つ
て
、
偉
大
な
老
學
究
が
深
刻
な
試
練
、
人
間
的
苦
櫃
を
脛
て
生
み
出
し
た

眞
摯
な
學
説
の
展
開
を
、
深
い
尊
敬
の
念
を
持
つ
て
受
容
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
今
般
、
大
阪
市
立
大
學
の
阿
南
成
一
助
教
授
の
御
努
力
に
よ
つ
て
、
本
書
の

全
丈
が
邦
謬
さ
れ
、
我
々
が
容
易
に
、
ラ
教
授
の
學
説
に
近
づ
き
得
る
よ
う
に

な
つ
た
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

　
本
書
の
成
立
の
動
機
は
、
そ
の
序
丈
に
も
あ
る
よ
う
に
、
二
人
の
聴
講
者

が
、
自
分
達
の
講
義
ノ
ー
ト
を
、
出
版
さ
せ
て
欲
し
い
と
申
し
出
た
こ
と
に
あ

り
、
教
授
の
承
諾
と
校
訂
を
脛
て
生
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
書
は
ラ
教
授

の
他
の
著
作
と
比
べ
て
、
い
さ
さ
か
語
調
上
、
い
か
に
も
講
義
案
的
な
感
を
抱

か
し
め
る
と
こ
ろ
も
な
い
と
は
言
え
な
い
が
、
し
か
し
類
書
に
は
見
る
こ
と
の

出
來
な
い
語
調
上
、
内
容
上
の
美
事
さ
を
感
じ
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
殊

に
、
端
的
な
表
現
の
中
に
も
、
五
十
年
に
わ
た
る
學
究
生
活
の
経
験
が
に
じ
み

出
て
い
る
深
み
と
味
い
あ
る
片
言
隻
句
は
、
我
々
を
魅
了
せ
ず
に
は
お
か
な

い
。　
本
書
の
性
格
を
一
口
に
言
う
な
ら
ぽ
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ

フ
そ
の
人
の
エ
ッ
セ
ン
ス
で
あ
る
。

　
本
書
は
分
れ
て
十
章
、
更
に
分
れ
て
三
十
六
節
と
な
る
。
第
一
章
は
「
法
の

科
學
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
同
じ
く
法
現
象
と
い
う
も
の
を
甥
象
と
す
る
も
の

で
あ
つ
て
も
、
實
定
法
の
客
観
的
意
昧
を
封
象
と
す
る
「
挾
義
の
法
學
」
、
一

つ
は
法
律
状
態
の
時
間
的
關
係
、
他
は
異
な
る
諸
國
民
の
並
列
的
な
法
秩
序
を

封
象
と
す
る
「
法
史
學
と
比
較
法
」
、
祉
會
生
活
内
に
於
げ
る
法
及
び
法
律
生

活
の
磐
遍
的
法
則
若
く
は
類
型
餉
登
展
を
扱
う
「
法
批
會
學
」
、
灌
利
・
法
・



裁
到
の
三
つ
に
分
げ
て
考
察
さ
れ
る
「
法
心
理
學
」
に
綾
い
て
、
十
九
世
紀
の

法
學
の
あ
ら
ゆ
る
契
機
を
含
ん
で
い
る
「
ル
ー
ド
ル
フ
・
イ
ニ
ー
リ
ソ
グ
」
、

そ
し
て
次
に
、
晩
年
の
テ
ー
マ
と
し
て
注
目
す
べ
き
“
事
物
の
本
性
”
を
詳
述

し
た
「
法
哲
學
の
諸
課
題
」
、
以
上
の
五
つ
に
分
れ
る
。
第
二
章
「
法
の
理
念
」

は
「
正
義
μ
「
合
目
的
性
」
「
法
的
安
定
性
」
「
贋
値
理
念
の
序
列
」
の
四
節
に

分
れ
る
。
本
章
も
叉
、
非
常
に
重
要
な
個
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
攣

化
と
L
て
は
、
藤
著
で
は
こ
の
三
つ
の
贋
値
理
念
が
ト
リ
ア
ス
に
な
り
、
三
者

が
鼠
Φ
爵
帥
民
冨
衝
琴
Φ
　
の
關
係
を
保
つ
て
い
た
。
し
か
し
彊
い
て
順
位

を
つ
け
れ
ば
、
法
的
安
定
性
が
他
の
二
つ
よ
り
も
優
位
に
立
ち
得
る
よ
う
に
見

え
た
。
本
書
で
は
、
そ
れ
が
、
原
則
と
し
て
は
大
し
た
攣
化
を
見
せ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
正
義
と
法
的
安
定
性
と
の
間
に
封
立
が
起
つ
た
場
合
に
は
、

こ
れ
を
マ
ー
ス
の
間
題
、
印
ち
法
的
安
定
性
が
正
義
を
全
く
考
え
な
い
程
度
に

な
れ
ば
、
正
義
は
こ
の
よ
う
な
法
的
安
定
性
に
蜀
し
て
自
己
主
張
出
來
る
、
と

な
し
て
い
る
。
第
三
章
「
實
定
法
」
は
「
法
の
概
念
」
「
法
の
敷
力
」
の
二
節

を
持
つ
。
第
四
章
は
「
法
と
諸
他
の
文
化
形
式
」
を
扱
い
、
こ
こ
で
は
「
法
と

道
徳
」
「
法
と
慣
習
」
「
法
と
宗
教
」
を
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
等
は
、
輕
妙
な
筆

致
で
さ
ら
り
と
読
明
さ
れ
て
い
る
が
、
昧
い
深
い
。
第
五
章
は
「
偉
大
な
法
文

化
」
と
題
さ
れ
、
こ
こ
で
扱
わ
れ
て
い
る
も
の
は
「
・
ー
マ
法
」
「
英
米
法
」

「
フ
ラ
ソ
ス
民
法
典
」
「
ド
イ
ッ
民
法
典
」
「
教
會
法
典
」
の
五
つ
で
あ
る
。
い
ず

れ
も
珠
玉
の
檬
な
好
篇
で
あ
る
が
、
特
に
「
英
米
法
」
は
、
別
に
「
英
法
の
精

神
」
と
い
う
好
小
篇
を
書
い
て
居
ら
れ
る
著
者
の
、
得
意
な
分
野
で
あ
り
、
前

者
の
エ
ッ
セ
ン
ス
と
し
て
讃
み
．
こ
た
え
が
あ
る
。
「
ド
イ
ツ
民
法
典
」
と
「
フ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ぐ
い

ソ
ス
民
法
典
」
の
性
格
的
相
違
も
、
讃
者
に
は
つ
き
り
分
る
こ
と
、
類
稀
な
筆

力
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
六
章
は
「
法
の
形
態
」
に
關
す
る
。
こ

紹
　
介
　
と
　
批
　
評

れ
は
「
灌
利
と
法
」
「
公
法
と
私
法
」
コ
貫
騰
法
と
手
綾
法
」
に
分
け
て
論
じ
ら

れ
て
い
る
。
第
七
章
は
「
法
學
の
諸
傾
向
」
。
ま
ず
親
友
故
ヘ
ル
マ
ン
・
カ
ン
ト

ロ
ビ
ッ
ツ
の
「
法
學
の
諸
時
期
」
を
そ
の
ま
ま
と
り
入
れ
て
一
箇
と
な
し
、
こ

れ
に
「
法
實
讃
主
義
」
「
自
由
法
運
動
」
が
績
く
。
次
に
「
歴
史
の
法
哲
學
」

「
法
史
の
哲
學
」
か
ら
成
る
第
八
章
「
法
の
歴
史
哲
學
」
が
位
す
る
。
第
九
章

は
、
磨
き
上
げ
た
珠
の
檬
な
名
文
「
法
の
美
學
」
で
あ
る
。
美
學
的
に
考
察
し

た
法
！
　
第
二
十
九
節
の
「
法
の
表
現
形
式
」
に
於
げ
る
、
輕
妙
な
タ
ヅ
チ
の

名
文
。
例
え
ば
、
ド
イ
ッ
的
思
惟
と
イ
ギ
リ
ス
的
思
惟
と
を
封
比
す
る
と
こ
ろ

で
、
後
者
は
舵
を
急
に
か
え
る
こ
と
、
不
恰
好
な
ジ
ク
ザ
ク
コ
ー
ス
を
意
に
介

し
な
い
。
前
者
は
こ
れ
に
反
し
て
、
チ
ョ
ヅ
キ
の
第
一
ボ
タ
ソ
を
は
め
そ
こ
な

う
と
、
第
二
第
三
…
…
と
最
後
の
ボ
タ
ソ
迄
、
同
じ
よ
う
に
間
違
つ
て
は
め
、

一
度
選
ん
だ
方
向
を
、
論
理
的
一
貫
性
ば
か
り
で
な
く
、
弓
形
の
カ
ー
ブ
と
か
、

切
れ
目
の
な
い
線
を
求
め
る
美
的
要
請
か
ら
固
執
す
る
傾
き
が
あ
る
、
と
い
う

下
り
。
こ
れ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
次
の
「
糟
書
に
於
け
る
法
哲
學
」
「
法
と

詩
」
に
於
け
る
糟
書
論
、
文
學
論
の
い
ず
れ
を
み
て
も
、
美
學
者
ラ
ー
ト
ブ
ル

ッ
フ
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
章
は
、
ま
さ
に
ラ
教
授
の
濁
摺
場

で
あ
る
と
い
う
感
が
す
る
。

　
そ
し
て
最
後
に
、
我
々
を
し
て
思
わ
ず
襟
を
正
さ
し
め
る
よ
う
な
、
籔
々
の

示
唆
に
富
む
教
を
牧
め
た
第
十
章
「
法
哲
學
の
現
代
的
課
題
」
が
あ
る
。
こ
れ

は
「
法
概
念
と
し
て
の
人
間
性
」
「
批
會
法
」
「
民
主
々
義
の
思
想
」
「
世
界
法
」

「
法
律
を
超
え
る
法
」
に
分
れ
る
。

　
こ
の
章
を
讃
む
時
、
敗
職
、
駿
雫
裁
判
そ
し
て
國
際
連
合
、
と
い
つ
た
諸
脛

瞼
が
、
此
の
老
學
究
に
如
何
な
る
影
響
を
與
え
た
か
を
示
す
も
の
と
し
て
特
に

興
味
深
い
。
こ
の
中
「
批
會
法
」
に
つ
い
て
は
、
耽
會
主
義
者
と
し
て
の
實
陵

八
一

（
九
六
七
）



紹
　
介
　
と
　
批
　
評

的
腔
験
を
持
ち
、
理
論
的
に
も
「
批
會
主
義
の
文
化
理
論
」
と
い
う
す
ぐ
れ
た

著
作
を
残
さ
れ
て
い
る
ラ
教
授
の
言
葉
は
、
短
い
文
章
で
は
あ
る
が
内
容
的
に

豊
富
で
あ
る
。
「
民
主
々
義
」
の
項
で
も
、
多
籔
決
原
理
に
理
論
的
根
擦
を
與
え

ら
れ
た
同
教
授
の
墨
識
と
脛
験
は
、
我
々
に
深
い
感
銘
を
與
え
ず
に
は
置
か
な

い
。
　
「
世
界
法
」
と
「
法
律
々
超
え
る
法
」
の
二
節
は
、
教
授
の
李
和
へ
の
所
り

と
、
暴
力
を
再
び
許
す
ま
じ
と
す
る
彊
い
決
意
の
表
わ
れ
で
あ
る
。
印
ち
激
授

は
、
國
際
連
合
組
織
と
國
際
裁
判
の
爾
者
に
、
將
來
の
、
同
種
の
、
入
類
に
起

る
か
も
知
れ
な
い
不
幸
を
防
ぎ
得
る
可
能
性
を
認
め
て
い
る
。
國
際
裁
到
は
、

職
勝
國
と
職
敗
國
を
李
等
な
立
場
に
置
き
、
公
李
な
國
際
法
廷
が
、
爾
渚
に
等

し
く
、
入
道
に
反
し
た
行
爲
を
爲
し
た
者
に
野
し
て
法
を
宣
言
す
る
こ
と
が
、

新
し
い
建
設
へ
の
理
想
圖
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
超
國
家

的
土
へ
同
騰
感
情
、
學
問
・
藝
術
・
宗
教
・
法
を
含
め
た
超
國
民
的
諸
力
を
出
護

驕
に
す
る
。
政
治
は
諸
國
民
を
分
離
し
、
文
化
は
こ
れ
を
結
び
つ
け
る
。
だ
か

ら
右
の
役
割
を
、
政
治
に
委
ね
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
こ
れ
が
た
め
に
は
、
現

に
バ
チ
カ
ン
市
國
の
持
つ
國
際
法
上
の
主
灌
が
、
將
來
に
富
ん
だ
國
際
法
新
建

設
の
典
型
で
あ
る
、
と
教
授
は
考
え
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
教
授
の
唱
え
て
居
ら
れ
る
「
法
律
を
超
え
る
法
」
、
言
い
換
え
れ

ば
“
自
然
法
”
は
、
ど
ん
な
内
容
を
持
ち
、
意
義
を
持
つ
か
。
こ
れ
を
少
し
考

え
て
み
た
い
。

三

　本書を

結
ぶ
言
葉
と
し
て
、
ラ
…
ト
ブ
ル
ヅ
フ
教
授
は
次
の
よ
う
に
言
わ
れ

る
。
［

法
律
を
超
え
る
法
I
l
－
こ
れ
を
甚
準
に
し
で
、
測
る
と
實
定
法
も
ま
た
定
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立
せ
ら
れ
た
不
法
た
る
こ
と
が
あ
る
ー
の
理
念
は
法
實
讃
主
義
の
世
紀
が
絡

つ
た
後
に
力
彊
く
復
活
し
た
。
正
義
は
、
正
義
に
矛
盾
す
る
實
定
法
規
が
法
的

敷
ヵ
を
も
た
な
い
も
の
と
み
な
さ
る
べ
き
こ
と
を
、
ど
の
程
度
ま
で
要
求
す
る

か
、
ま
た
法
的
安
定
性
は
、
制
定
法
を
不
正
で
あ
つ
て
も
有
敷
と
認
め
た
い
と

い
う
反
封
の
要
求
を
、
ど
の
程
度
迄
提
示
出
來
る
か
。
こ
れ
等
の
問
題
に
つ
い

て
は
す
で
に
本
講
義
の
こ
れ
ま
で
の
諸
章
に
お
い
て
答
え
ら
れ
た
。
こ
の
解
答

の
方
向
は
、
法
哲
學
に
關
す
る
本
講
義
が
、
敬
十
年
來
用
い
ら
れ
な
か
つ
た
副

題
を
、
講
義
要
目
の
中
に
準
備
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の

標
題
と
は
、
日
く

『
自
然
　
法
』
。
」
（
筆
者
試
鐸
）

　
で
は
、
そ
の
言
葉
の
中
に
あ
る
諸
章
と
は
何
か
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
教
授
の

説
か
れ
る
自
然
法
思
想
は
、
一
派
の
言
う
そ
れ
と
は
い
さ
さ
か
異
な
り
、
安
易

な
、
手
離
し
な
樂
観
的
自
然
法
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
、
法
實
讃
主
義
と
相

印
相
入
且
つ
不
印
不
離
な
關
係
を
持
つ
。
試
み
に
「
法
哲
學
の
課
題
」
の
中
で

自
然
法
の
思
想
を
分
析
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
讃
ま
れ
た
い
。
そ
こ
で
は
自
然

法
を
「
普
遍
愛
當
か
つ
不
攣
」
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
「
内
容
可
攣
」
な
自
然
法

で
あ
る
と
し
て
居
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
自
然
法
が
、
ど
の
程
度
迄
客
観
的
に

認
識
し
得
る
も
の
か
、
從
つ
て
自
然
法
に
反
し
た
實
定
法
に
、
ど
の
程
度
迄
代

り
得
る
か
を
考
察
し
て
居
ら
れ
る
。

　
ま
ず
、
事
物
の
本
性
と
の
關
連
が
間
題
で
あ
る
。
こ
の
事
物
の
本
性
と
い
う

の
は
、
端
的
に
言
う
な
ら
ば
、
法
理
念
に
關
係
づ
け
ら
れ
た
生
活
關
係
の
意
だ

と
言
う
こ
と
が
出
來
よ
う
か
。
こ
れ
が
立
法
者
に
封
し
て
持
つ
て
い
る
敷
力

は
、
た
だ
實
現
可
能
性
の
要
講
と
か
理
念
形
成
の
歴
史
的
限
界
と
か
に
基
礎
を

お
く
だ
け
で
な
く
、
法
理
念
自
瞠
の
本
質
に
も
基
礎
を
お
く
。
あ
ら
ゆ
る
便
値



　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
ち
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ヤ
　
　
め

理
念
は
特
定
の
素
材
に
向
つ
て
、
從
つ
て
、
こ
の
素
材
に
よ
つ
て
も
規
定
さ
れ

て
い
る
。
邸
ち
あ
ら
ゆ
る
贋
値
理
念
は
、
特
定
の
素
材
に
よ
り
規
定
さ
れ
て
い

る
。
殊
に
法
の
理
念
は
、
本
質
的
に
法
の
素
材
に
よ
つ
て
、
各
時
代
に
よ
つ

て
、
特
殊
な
民
族
精
紳
に
よ
つ
て
、
約
言
す
れ
ば
、
事
物
の
本
性
に
よ
つ
て
規

定
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
於
て
は
し
か
し
、
ラ
教
授
は
「
事
物
の
本
性
は
贋
値

と
現
實
、
當
爲
と
存
在
の
き
び
し
い
二
元
的
封
立
を
い
さ
さ
か
緩
和
こ
そ
す

れ
、
そ
れ
を
止
揚
す
る
の
に
は
役
立
た
な
い
。
法
の
理
念
は
、
所
與
の
意
味
と

し
て
存
在
面
に
作
用
す
る
と
こ
ろ
の
事
物
の
本
性
に
勤
し
て
も
、
最
後
の
決
断

を
言
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
る
ほ
ど
事
物
の
本
性
は
所
與
の
法
素
材
の

相
鷹
わ
し
い
形
成
と
い
う
要
求
に
よ
つ
て
、
法
の
理
念
と
封
立
す
る
が
、
し
か

し
、
最
後
の
決
定
灌
は
、
嘗
然
法
の
理
念
に
蹄
厨
す
べ
き
で
あ
る
」
　
（
筆
者
試

謬
）
と
と
か
れ
る
。

　
こ
の
問
題
を
別
の
角
度
、
印
ち
法
の
三
つ
の
理
念
、
正
義
・
合
目
的
性
・
法

的
安
定
性
相
互
の
關
係
か
ら
み
る
と
、
ど
う
な
る
か
。
こ
の
三
者
の
中
、
合
目

的
性
を
優
位
に
置
く
こ
と
は
、
ナ
チ
の
時
代
の
こ
と
を
考
え
る
と
危
瞼
で
あ

る
。
問
題
は
、
正
義
と
法
的
安
定
性
と
の
封
立
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
法
的
安
定

性
は
正
義
の
一
形
式
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
甥
立
は
正
義
の
自
己
自
身
と
の

矛
盾
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
義
的
に
解
決
出
來
る
問
題
で
は
な
い
。
問
題
は
む
し

ろ
、
實
定
法
の
不
正
義
は
、
實
定
法
に
よ
つ
て
保
障
さ
れ
る
法
的
安
定
性
が
、

こ
の
不
正
に
封
し
何
ら
顧
慮
を
し
な
い
程
の
も
の
に
な
つ
て
い
る
か
ど
う
か
の

マ
ロ
ス
程
度
問
題
で
あ
る
。
更
に
、
法
の
敷
力
と
い
う
貼
か
ら
み
る
と
ど
う
な
る
か
。

こ
こ
で
は
、
實
定
法
か
ら
、
法
の
理
念
に
よ
つ
て
も
叉
歎
力
が
奪
わ
れ
る
こ
と

が
あ
り
得
る
と
い
う
思
想
に
、
人
は
驚
く
程
頑
彊
な
抵
抗
を
行
う
。
實
定
法
に

よ
つ
て
保
護
を
與
え
ら
れ
て
い
る
不
法
な
法
律
の
法
的
安
定
性
は
、
そ
こ
に
含

紹
　
介
　
と
　
批
　
評

ま
れ
た
不
正
が
、
實
定
法
の
保
障
す
る
法
的
安
定
性
を
全
然
顧
慮
し
な
い
程
度

で
あ
れ
ば
贋
値
を
失
う
。
こ
の
よ
う
に
、
實
定
法
の
敷
力
が
法
的
安
定
性
に
よ

つ
て
正
當
化
さ
れ
る
場
合
で
も
、
或
る
極
め
て
例
外
的
な
、
き
わ
め
て
不
正
な

法
律
の
場
合
に
は
、
そ
の
不
正
の
故
に
、
か
か
る
法
律
か
ら
敷
力
を
奪
う
可
能

性
が
残
つ
て
い
る
。

　
か
く
て
ラ
教
授
の
場
合
の
α
冨
茜
留
9
昏
魯
緩
即
①
魯
叶
は
、
「
絶
封
化
さ

れ
た
法
の
理
想
で
も
な
け
れ
ば
、
道
徳
法
則
の
カ
タ
ロ
グ
で
も
な
く
、
方
向
づ

け
の
規
範
で
も
な
い
。
そ
れ
は
法
の
理
念
の
三
様
の
可
能
性
の
一
つ
一
つ
に
、

そ
の
と
き
ど
き
に
懸
じ
て
具
腔
的
に
決
定
を
與
え
る
決
定
の
基
準
な
の
で
あ

る
。
」
こ
の
基
準
を
も
つ
て
“
自
然
法
”
と
い
う
場
合
で
も
、
「
そ
れ
は
一
切
の

實
定
法
に
ひ
そ
む
合
法
化
の
根
檬
、
規
準
を
興
え
る
尺
度
の
思
想
で
あ
つ
た
」

と
い
う
エ
リ
ー
ク
・
ボ
ル
フ
教
授
の
意
見
は
正
し
い
も
の
と
言
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（
即
包
ご
旨
o
ご
閃
8
算
眉
注
一
〇
零
づ
露
ρ
藤
｝
g
卸
幹
認
”
ω
．
諏
●
）
。

　
最
後
に
、
筆
者
自
身
が
、
重
ね
て
右
の
鮎
を
質
間
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
示

唆
に
富
む
E
・
ボ
ル
フ
教
授
の
解
答
を
得
た
の
で
、
記
し
て
結
び
と
す
る
（
私

信
）
。

　
「
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
教
授
が
“
自
然
法
μ
思
想
の
必
要
性
を
語
つ
て
居
ら
れ

る
場
合
に
は
、
彼
は
定
義
を
で
は
な
く
、
そ
の
機
能
を
考
え
て
居
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
し
　
　
む
　
　
ち

　
入
は
厚
自
然
法
〃
を
非
常
に
多
檬
に
定
義
づ
け
る
こ
と
は
出
來
る
。
つ
ま

り
、
立
法
者
、
裁
到
官
、
そ
し
て
辮
護
人
に
、
或
は
宗
教
か
ら
（
紳
の
法
）
、
或

は
哲
學
か
ら
（
理
性
の
法
）
、
そ
し
て
叉
自
然
科
學
（
自
然
法
則
と
い
う
経
験
的

・
生
物
學
的
意
味
に
於
け
る
自
然
法
）
か
ら
、
或
る
種
の
指
導
原
理
を
導
き
出

す
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
に
は
勿
論
、
窮
極
的
な
公
理
的
な
償
値

の
置
き
所
が
あ
る
の
で
あ
る
。
印
ち
、
綿
へ
の
信
仰
、
自
然
へ
の
信
仰
、
経
験

八
三

（
九
六
九
）



紹
　
介
　
と
　
批
　
誇

へ
の
信
仰
、
若
く
は
そ
の
他
の
明
謹
の
根
源
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に

は
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
教
授
が
教
え
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
認
識
し
よ
う
と
す

る
態
度
で
は
な
く
し
て
、
信
仰
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
・

多
法
律
家
に
と
つ
て
は
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
哲
學
的
な
思
考
よ
り
も
自
然
法

　
　
　
む
　
　
ち

思
想
の
機
能
が
大
切
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
多
く
の
實
定
法
規
を
合
法
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヤ

し
、
限
定
し
そ
し
て
規
準
を
與
え
る
法
原
則
が
存
在
す
る
筈
だ
と
い
う
こ
と
を

意
味
す
る
。
こ
の
原
則
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
よ
う
な
、
室
虚
な
形
式
論
理
的
な
公

式
で
は
あ
り
得
ず
、
夙
事
物
の
本
性
”
に
即
懸
す
る
實
騰
論
理
的
な
公
式
で
あ
ら

ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
の
総
膿
は
、
法
の
3
駐
目
巴
⑪
○
導
巳
o
魅
o

が
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
…
…
」
と
し
て
、
マ
イ
ホ
ー
フ
ァ
ー
の
「
法
と
存

在
」
（
一
九
五
四
年
）
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。

四

　
次
に
、
阿
南
助
教
授
の
御
螢
作
に
つ
い
て
、
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
う
。
此
の

御
仕
事
を
、
同
氏
が
御
著
手
に
な
り
、
す
で
に
一
鷹
の
御
完
了
の
上
、
ラ
ー
ト

ブ
ル
ッ
フ
夫
入
か
ら
、
出
版
に
つ
い
て
の
御
快
諾
を
受
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

を
、
私
は
昨
年
、
同
夫
入
か
ら
承
つ
て
い
た
。

　
丁
度
そ
の
折
、
私
は
二
三
の
友
入
と
本
書
を
讃
み
、
そ
れ
に
魅
せ
ら
れ
て
い

た
か
ら
、
阿
南
助
教
授
の
御
仕
事
の
成
果
を
陰
な
が
ら
期
待
し
、
そ
れ
の
現
わ

れ
る
こ
と
を
、
ラ
夫
人
と
も
ど
も
、
心
待
ち
し
て
い
た
次
第
で
あ
る
。

　
今
般
、
約
二
年
に
わ
た
る
御
推
敵
の
上
、
我
が
母
國
語
と
し
て
現
わ
れ
た
こ

と
は
、
誠
に
喜
び
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
、
あ
る
。

　
た
だ
、
そ
の
御
螢
作
中
に
、
私
が
原
著
か
ら
讃
み
と
つ
た
も
の
と
、
多
少
御

意
見
の
異
な
る
と
こ
ろ
が
散
見
さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
私
の
考
え
を
列
記
し
、
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御
指
導
を
仰
ぎ
た
い
と
思
う
。

　
ま
ず
目
次
の
第
三
十
二
節
に
「
法
概
念
の
入
間
性
」
と
あ
る
。
し
か
し
本
文

の
方
に
は
「
法
概
念
と
し
て
の
人
間
性
」
と
あ
り
、
原
文
も
こ
う
あ
る
か
ら
に

は
、
植
字
工
の
ミ
ス
と
考
え
た
い
。
次
に
序
文
。
す
で
に
冒
頭
に
も
書
い
た
通

り
、
こ
こ
で
ラ
教
授
は
、
本
書
の
成
立
が
學
生
の
要
講
に
よ
つ
て
生
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
始
め
に
こ
と
わ
つ
て
お
ら
れ
る
。
そ
れ
に
績
く
課
文
は
「
私
は

そ
の
テ
キ
ス
ト
を
校
訂
し
た
が
、
そ
れ
は
や
は
り
講
義
案
の
性
格
を
も
つ
た
も

の
で
あ
る
」
と
な
つ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
す
ぐ
綾
い
て
「
各
章
間
に
お

い
て
繁
簡
よ
ろ
」
き
を
え
て
い
な
い
こ
と
、
思
考
過
程
上
、
散
漫
で
あ
り
、
反

覆
が
多
す
ぎ
る
」
こ
と
を
敢
て
揮
ら
な
か
つ
た
、
と
こ
と
わ
つ
て
お
ら
れ
る
こ

と
と
考
え
合
せ
て
、
や
は
り
「
講
義
筆
記
の
性
格
を
持
た
せ
て
お
い
た
」
と
原

文
通
り
に
し
て
お
い
た
方
が
よ
い
よ
う
に
思
5
。
し
か
し
こ
れ
は
表
現
上
の
問

題
で
あ
る
。

　
次
に
績
い
て
「
同
じ
テ
ー
マ
の
私
の
他
の
本
で
の
説
明
と
の
關
連
を
と
く
に

ち
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
や
　
　
へ
　
　
　
ち
　
　
や

顧
慮
し
な
か
つ
た
…
…
」
（
傍
鮎
筆
者
・
以
下
同
じ
）
　
と
課
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
ん
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
原
丈
は
乙o
o
富
富
一
魯
目
一
魯
巨
o
算
㎎
窃
魯
①
暮

…
〈
o
噌
ご
霧
o
民
霞
霞
田
旨
薯
o
一
巽
冒
㎎
曽
亀
琶
Φ
ぎ
Φ
⑦
貫
①
器
ロ
”
且
⑦
肇

名
①
詳
貫
①
昌
》
q
湾
α
げ
歪
冒
㎎
○
β
豊
一
昌
弓
ぴ
①
巳
鉾
　
と
あ
る
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ

フ
教
授
の
著
作
は
、
或
る
人
が
「
世
界
翻
の
展
鷺
會
場
」
と
許
し
た
よ
う
に
、

整
富
な
丈
献
の
引
用
が
、
そ
の
特
色
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
書
は
や
は
り
講
義

案
の
性
格
を
持
つ
て
い
る
か
ら
、
自
分
の
著
作
ば
か
り
を
特
に
引
用
す
る
と
い

う
傾
向
に
な
つ
た
。
そ
こ
で
、
他
の
世
界
麟
、
學
説
を
魚
重
さ
れ
る
教
授
が
、

わ
ざ
わ
ざ
こ
の
よ
う
に
こ
と
わ
り
書
を
な
さ
つ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し

て
、
「
同
じ
テ
ー
マ
に
つ
い
て
私
の
他
の
著
書
で
の
説
明
ば
か
り
特
に
指
示
し



て
い
る
の
で
あ
る
が
…
：
」
と
謬
せ
ば
、
各
節
の
丈
献
欄
に
、
特
に
教
授
自
身

の
作
品
が
撃
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
と
一
致
し
よ
う
。

　
本
丈
に
入
る
に
當
つ
て
、
私
は
問
題
を
三
つ
に
分
け
て
み
た
い
と
思
う
。

　
①
二
三
原
著
か
ら
、
脱
落
し
た
と
こ
ろ
の
あ
る
の
は
、
何
か
の
手
落
ち
か
と

思
う
が
、
次
の
訂
正
の
機
會
を
待
つ
意
味
で
、
こ
こ
に
敢
て
指
摘
し
た
い
。

　
謬
丈
七
頁
に
、
普
遍
法
史
的
潮
流
の
特
定
の
類
型
を
あ
げ
て
論
じ
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
「
母
権
制
か
ら
父
灌
的
家
族
制
へ
。
族
内
婚
か
ら
族
外
婚
（
掠

奪
な
い
し
は
費
買
婚
）
へ
。
」
と
な
つ
て
い
る
が
、
原
丈
に
は
次
に
「
一
夫
多
妻

制
か
ら
一
夫
一
婦
制
へ
」
と
書
い
て
あ
る
。

　
第
二
十
六
節
「
自
由
法
蓮
動
」
に
關
す
る
叙
述
中
、
カ
ン
ト
ロ
ビ
ッ
ツ
、
ヘ
ッ

ク
、
フ
ッ
ク
ス
、
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
、
更
に
は
エ
ー
ア
リ
ッ
ヒ
、
具
騰
的
秩
序

論
を
順
次
説
明
さ
れ
、
こ
れ
等
の
特
徴
は
、
「
表
現
の
相
違
は
と
も
か
く
、
事

物
の
本
性
か
ら
の
法
の
創
造
」
が
強
調
さ
れ
た
錨
に
あ
る
と
し
（
課
丈
一
〇
九

頁
）
て
い
る
が
、
こ
れ
に
績
い
て
次
の
よ
う
な
丈
が
あ
る
筈
で
あ
る
。
「
裁
到

官
の
創
造
的
な
活
動
は
、
目
的
論
的
な
（
富
δ
o
一
〇
曳
8
げ
）
概
念
構
成
ー
カ

ン
ト
ロ
ビ
ッ
ツ
に
よ
れ
ば
自
冒
巴
試
試
器
げ
（
目
的
論
的
）
な
概
念
構
成
ー
ー
と

い
う
表
現
に
よ
つ
て
も
、
再
び
書
き
換
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
窮
極
の
目
的

か
ら
の
、
そ
れ
故
法
の
理
念
か
ら
の
法
の
襲
見
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
と
。

　
②
衣
の
類
型
と
し
て
細
か
い
相
蓮
馳
を
、
主
な
も
の
だ
け
拾
つ
て
み
よ
う
。

　
第
一
節
「
挾
義
に
於
け
る
法
學
」
で
、
ラ
教
授
は
、
實
定
法
の
法
學
的
操
作

が
、
解
繹
、
構
成
、
艦
系
の
三
段
階
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
読
か
れ
る
。
そ
の

法
律
學
的
構
成
（
囚
o
冨
霞
g
犀
江
旨
）
は
、
講
丈
に
よ
れ
ば
「
歴
史
的
構
成
と

同
様
、
方
法
論
上
敷
學
的
・
技
術
的
・
丈
法
的
類
の
も
の
で
あ
る
」
（
六
頁
）
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
「
法
學
的
構
成
は
、
方
法
論
的
に
は
、
籔

紹
　
介
　
と
　
批
　
騨

學
的
構
成
・
技
術
的
構
成
・
丈
法
的
構
成
並
び
に
歴
史
的
構
成
と
、
相
等
し
い

性
質
の
も
の
で
あ
る
」
と
讃
ん
だ
方
が
分
り
よ
い
。

　
第
三
節
「
法
批
會
學
」
の
と
こ
ろ
で
は
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
に
言
及
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

る
。
そ
こ
で
は
『
輕
濟
的
基
盤
の
攣
化
と
共
に
、
「
亘
大
な
上
部
構
造
は
、
早

晩
顛
覆
さ
れ
る
ヒ
（
八
頁
）
と
あ
る
。
し
か
し
原
丈
で
は
一
餌
”
瞬
鶏
旨
霞
a
霞

轟
器
富
亭
と
あ
る
か
ら
、
「
…
…
亘
大
な
上
部
構
造
は
、
徐
々
に
で
は
あ
る
に

せ
よ
、
急
速
で
あ
る
に
せ
よ
崩
壊
す
る
」
と
し
た
方
が
よ
く
は
な
い
か
。
そ
の

す
ぐ
後
に
『
唯
物
史
観
は
あ
ら
ゆ
る
叢
展
を
精
神
の
獲
展
に
選
元
し
た
へ
ー
ゲ

ル
の
史
観
の
裏
返
し
で
あ
る
。
へ
ー
ゲ
ル
に
よ
れ
ば
、
存
在
は
意
識
に
依
存
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち

る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
マ
ル
ク
ス
に
云
わ
せ
れ
ば
、
彼
は
「
物
を
頭
に

ヤ
　
　
む
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
じ
　
　
　
ヤ
　
セ
　
ヤ
　
ち
　
む
　
む
　
ガ
　
　
ら
　
ヤ
　
ヤ
　
も

の
せ
る
。
」
。
マ
ル
ク
ス
は
「
そ
れ
（
物
）
を
あ
ら
た
め
て
足
に
お
い
た
。
」
何
故

な
ら
、
マ
ル
ク
ス
は
意
識
を
存
在
が
ら
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ

る
』
と
い
う
謹
丈
が
あ
る
。
こ
れ
も
『
…
…
マ
ル
ク
ス
に
言
わ
せ
れ
ば
、
ヘ
ー

ゲ
ル
は
「
物
を
倒
立
さ
せ
て
い
る
」
。
し
か
し
マ
ル
ク
ス
は
意
識
を
存
在
か
ら

読
明
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
「
物
を
直
立
さ
せ
る
ヒ
と
謹
す
べ
き
所
だ
と
思
う
。

　
第
五
節
「
イ
エ
ー
リ
ン
グ
」
の
項
で
、
イ
エ
ー
リ
ソ
グ
の
學
読
が
、
到
例
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
む
　
　
ヤ

ひ
つ
く
り
返
さ
れ
た
の
を
「
私
の
生
涯
で
こ
の
判
例
ほ
ど
ー
い
や
、
と
て
も

ち
　
　
　
ち
　
　
　
う
　
　
　
へ
　
　
　
む
　
　
　
　
う
　
　
　
む
　
　
　
ち

比
べ
も
の
も
な
い
程
ー
私
の
心
を
さ
わ
が
せ
た
も
の
は
な
い
…
…
」
（
一
五

頁
）
と
語
つ
た
よ
う
に
講
丈
は
示
し
て
い
る
。
こ
れ
も
「
…
…
ー
困
惑
で
口

も
き
け
な
い
程
ー
」
と
原
文
に
は
あ
る
。

　
そ
の
他
第
十
一
節
「
法
の
概
念
」
三
七
頁
の
⇔
で
は
、
毛
9
R
－
…
β
0
9

が
肯
定
的
に
謬
さ
れ
て
い
る
。
四
一
頁
一
五
行
目
の
「
占
有
や
潰
滅
時
敷
」
と

い
う
講
は
「
取
得
時
敷
や
消
滅
時
敷
」
と
直
し
、
四
三
頁
三
行
目
の
「
恥
ず
べ

ぎ
刑
罰
」
は
「
名
讐
を
奪
う
刑
罰
」
と
直
し
た
方
が
正
し
い
の
で
は
な
い
か
。

八
五

（
九
七
一
）



　
　
　
　
紹
　
介
　
と
　
批
　
評

な
お
、
そ
の
際
、
「
こ
の
こ
と
（
良
心
の
み
が
決
定
す
る
と
い
う
こ
と
）
は
…

…
」
を
「
こ
の
良
心
は
：
…
・
」
と
謹
し
て
お
ら
れ
る
の
も
、
誤
謬
だ
と
思
う
。

　
第
十
七
節
「
英
米
法
」
五
七
頁
の
最
後
の
行
は
、
原
文
で
は
「
後
進
（
若
い

世
代
）
の
法
學
教
育
を
、
法
曹
團
自
ら
が
行
う
」
と
あ
る
の
を
「
後
進
國
の
法

學
教
育
」
と
謬
出
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
は
、
七
七
頁
で
、
公
法
が
層
大
す
れ
ば
、
私
人
の

活
動
範
園
は
小
さ
く
な
る
云
々
と
い
う
原
文
を
諜
し
て
お
ら
れ
る
中
で
「
常
に

ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
じ

假
装
と
し
て
」
と
い
う
文
字
は
く
霞
匹
①
ぎ
霞
ロ
α
を
何
か
と
思
い
違
い
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
外
八
四
頁
に
あ
る
「
創
作
者
」
と
い
う
の
は
「
参
審
員
」
（
OQ
o
ま
崩
Φ
β
）

の
こ
と
ら
し
い
し
、
九
一
頁
に
『
…
…
詩
歌
に
於
て
は
チ
ノ
の
「
甘
き
新
農

詩
」
、
そ
れ
に
法
學
に
お
い
て
は
並
い
る
互
匠
達
の
…
…
』
と
あ
る
が
、
審
甲

屯
Φ
ざ
冨
買
旨
a
曾
Φ
廣
を
、
「
そ
の
同
じ
亘
匠
の
（
印
ち
チ
ノ
の
）
…
…
」
と

謬
す
方
を
私
は
と
り
た
い
。
と
言
う
の
は
、
そ
れ
よ
り
少
L
前
の
八
九
頁
で
講

文
中
に
は
つ
き
り
「
チ
ノ
は
有
名
な
ダ
ン
テ
の
友
入
で
…
－
彼
は
詩
入
と
し
て

も
ま
た
法
學
者
と
し
て
も
偉
大
で
あ
つ
た
」
と
な
つ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す

か
ら
で
あ
る
。

　
更
に
九
七
頁
の
「
魔
術
的
迫
害
を
追
い
出
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
魔
女
裁
到

を
行
う
者
を
訴
邉
し
た
」
と
讃
み
た
い
。
一
〇
八
頁
で
は
、
カ
ン
ト
・
ビ
ッ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

の
「
法
學
の
た
め
の
圏
雫
」
と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
固
g
鵬
零
日
一
津
）
が
「
旗

ヤ

印
」
に
化
け
、
一
一
一
頁
に
あ
る
ゲ
！
テ
の
詩
の
一
節
に
あ
る
形
而
上
學
的
な

語
、
入
生
の
中
室
（
竃
一
暮
9
匹
冨
畠
・
冒
①
冨
冨
）
が
極
め
て
現
實
的
な

　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
じ
　
　
ヤ
　
　
ち

「
中
流
階
級
の
生
活
」
に
攣
容
さ
れ
、
二
一
〇
頁
の
チ
ョ
ッ
キ
の
ボ
タ
ン
（
≦
①
－

ψ
ε
冒
ぎ
。
鷲
）
は
「
西
洋
ボ
タ
ン
」
と
謂
出
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
　
　
　
（
九
七
二
）

　
こ
の
種
の
相
違
は
、
撃
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
。
殆
ん
ど
す
べ
て
の
頁
に
少
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ち
　
　
　
ち

と
も
一
つ
は
あ
る
。
例
え
ば
、
一
一
八
頁
で
「
法
律
…
…
は
完
全
に
隷
驕
的
な
聴

集
を
前
提
と
す
る
。
（
法
は
目
ざ
め
た
る
者
の
た
め
に
書
か
れ
た
り
）
。
」
と
い
う

一
節
を
見
て
も
分
る
よ
う
に
、
隷
驕
的
で
は
な
く
「
耳
ざ
と
い
（
ゲ
2
浮
穿
茜
）

聴
集
」
を
前
提
と
す
る
と
謹
す
べ
き
こ
と
、
そ
の
次
に
あ
る
ラ
テ
ソ
語
の
句
と

の
關
係
で
明
瞭
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
形
容
詞
に
つ
い
て
今
一
つ
例
を
あ
げ
れ
ば
、
「
超
入
格
主
義
的
見
解
は
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
じ
　
　
ヤ

例
え
ば
滅
亡
し
た
民
族
を
後
に
歴
史
的
に
評
償
す
る
た
め
の
普
遍
的
尺
度
と
な

る
」
と
あ
る
が
、
原
文
に
は
鎮
眞
①
日
o
ぎ
で
は
な
く
て
、
實
は
「
唯
一
の

（
緯
巨
且
騎
）
尺
度
」
と
あ
る
。

　
③
以
下
の
例
は
、
特
に
文
意
を
損
つ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か

ら
、
特
に
御
注
意
を
う
な
が
し
た
い
。

　
一
一
頁
に
、
灌
利
感
情
の
こ
と
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
謹

文
は
「
個
々
の
事
件
を
よ
く
見
な
い
で
、
大
て
い
は
個
別
的
事
件
を
法
の
本
質

に
關
係
な
く
一
般
化
し
よ
う
と
す
る
。
な
か
ん
ず
く
灌
利
感
情
は
必
ず
し
も
現

行
法
上
は
存
し
な
い
想
念
上
の
罐
利
を
勤
象
と
す
る
」
と
な
つ
て
い
る
。
こ
れ

を
「
権
利
感
情
は
、
更
に
、
個
々
の
事
例
に
附
著
す
る
と
、
大
抵
法
に
本
質
的

な
、
個
別
的
な
事
件
の
普
遍
化
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
な
く
な
る
。
殊
に
そ
れ

は
、
あ
り
も
し
な
い
権
利
を
劃
象
と
す
る
の
で
あ
つ
て
、
常
に
實
際
の
灌
利
を

封
象
と
し
て
い
な
い
」
と
讃
ん
で
は
じ
め
て
、
明
瞭
に
な
る
と
私
は
考
え
る
。

　
八
五
頁
で
、
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
の
デ
ィ
ゲ
ス
タ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
獲
見

さ
れ
た
か
を
敲
述
す
る
個
所
で
課
文
に
コ
人
の
信
侶
が
頁
が
め
く
れ
、
輕
卒

に
も
捨
て
ら
れ
て
あ
つ
た
窟
本
を
あ
る
と
こ
ろ
に
見
つ
け
た
が
、
こ
れ
も
起
り

得
る
こ
と
で
あ
つ
た
」
と
あ
る
。
し
か
し
「
そ
こ
こ
こ
で
、
信
侶
が
爲
本
を
み



っ
け
て
、
ぱ
ら
ぱ
ら
め
く
り
、
印
座
に
押
し
や
つ
た
、
と
い
う
こ
と
は
、
或
は

あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
」
と
護
し
た
方
が
よ
り
理
解
し
易
い
と
思
う
。

　
す
ぐ
次
の
八
六
頁
で
謹
文
に
は
「
註
羅
學
派
が
ロ
ー
マ
法
大
全
の
全
部
を
意

味
と
原
文
と
に
從
つ
て
詳
細
に
分
類
ま
で
し
た
こ
と
、
そ
の
慧
眼
を
以
つ
て
到

讃
、
解
決
の
試
み
、
解
讃
・
識
別
の
大
勢
を
統
一
し
、
叉
そ
の
騰
系
的
感
畳
ー

ー
彼
等
に
誤
つ
て
速
漸
さ
れ
た
が
ー
に
よ
つ
て
一
覧
表
や
分
類
作
製
を
好

み
、
ま
た
無
敏
の
資
料
を
全
く
色
々
な
原
典
か
ら
一
つ
に
ま
と
め
上
げ
る
技
偏

に
卓
れ
て
い
た
こ
と
は
彼
ら
が
ス
コ
ラ
的
墨
問
に
通
曉
し
て
い
た
こ
と
を
物
語

る
。
し
か
し
、
こ
の
種
の
仕
事
添
．
教
會
法
の
底
本
、
グ
ラ
チ
ア
ヌ
ス
の
法
令
集

ほ
ど
よ
く
こ
れ
を
示
す
も
の
は
な
い
」
と
あ
る
。
原
文
を
忠
實
に
讃
め
ば
「
註

繹
學
派
が
、
ロ
ー
マ
法
大
全
を
、
そ
の
細
目
に
至
る
迄
、
煮
味
と
原
文
と
に
し

た
が
つ
て
使
い
こ
な
し
て
い
た
こ
と
は
、
彼
等
の
ス
コ
ラ
的
墨
識
を
示
し
、
推

讃
、
解
讃
、
解
決
の
試
み
及
び
識
別
の
一
群
は
、
彼
等
の
聰
明
さ
を
謹
し
、
表

解
や
類
別
を
好
ん
で
す
る
こ
と
及
び
多
檬
な
文
献
か
ら
莫
大
な
資
料
を
統
合
す

る
能
ヵ
1
教
會
法
の
基
本
書
た
る
グ
ラ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
の
法
令
集
以
外
の
如
何

な
る
作
品
も
、
こ
の
よ
う
な
能
力
を
よ
り
よ
く
示
し
て
い
な
い
程
で
あ
る
ー

は
、
彼
等
の
騰
系
的
な
感
畳
！
こ
れ
を
彼
等
に
否
定
す
る
こ
と
は
當
ら
な
い

ー
ー
を
讃
明
す
る
。
」
と
言
つ
て
い
る
こ
と
ぱ
明
ら
か
で
あ
る
。

　
九
七
頁
で
、
自
然
法
の
創
造
的
活
動
に
ふ
れ
、
そ
の
思
惟
が
、
現
行
法
を
意

識
的
に
超
越
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
論
じ
ら
れ
て
、
績
く
文

章
は
「
し
か
し
此
の
場
合
こ
れ
等
の
法
律
家
が
も
は
や
全
く
法
律
家
の
名
に
も

値
し
な
か
つ
た
ら
、
彼
等
は
サ
て
ん
な
こ
と
す
ら
し
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
」
と
謹

出
さ
れ
て
い
る
。
「
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
こ
れ
等
の
法
律
家
ば
し
な
か

つ
た
し
、
又
若
し
こ
の
よ
う
な
二
と
を
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
時
に
は
、

紹
　
介
　
と
　
批
　
評

法
律
家
の
名
に
贋
し
な
い
」
と
讃
む
方
が
、
筋
が
通
る
よ
5
に
思
う
。
自
由
法

蓮
動
に
關
す
る
節
で
も
、
ナ
チ
ス
が
こ
れ
を
悪
用
し
た
こ
と
を
批
判
し
た
文
章

を
「
ナ
チ
ズ
ム
は
つ
い
に
、
も
は
や
軍
に
欠
飲
あ
る
法
律
の
補
充
の
た
め
に
法

律
の
範
園
内
で
適
法
に
（
一
耳
霞
冨
鴨
膏
9
℃
轟
9
霞
δ
鴨
旨
）
自
由
法

蓮
動
の
思
想
を
我
物
と
し
た
の
で
は
な
く
、
入
々
が
自
由
法
蓮
動
を
不
當
な
り

と
非
難
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
法
律
に
反
し
て
さ
え
我
物
と
し
た
」
と
謬
し
て

あ
る
。
私
は
原
文
か
ら
「
の
み
な
ら
ず
最
後
に
ナ
チ
ズ
ム
が
、
今
度
は
、
軍
に

欠
敏
あ
る
法
律
を
補
充
す
る
た
め
、
印
ち
“
法
律
の
範
園
内
で
葎
“
法
律
を
越

え
り
る
た
め
だ
け
で
は
な
し
に
、
“
法
律
に
反
す
る
”
ー
不
嘗
に
も
、
人
は
こ

う
言
つ
て
自
由
法
蓮
動
を
非
難
し
て
い
た
も
の
だ
ー
た
め
に
自
由
法
蓮
動
を

利
用
し
た
」
と
讃
み
た
く
思
う
。

　
第
九
章
「
法
の
美
學
」
は
、
す
で
に
言
つ
た
よ
う
に
、
賓
に
美
し
い
、
す
ぐ

れ
た
文
章
で
あ
る
と
思
う
。
こ
こ
の
「
櫓
書
に
お
け
る
法
」
の
⑬
で
、
「
正
義
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
も
　
　
じ
　
　
む
　
　
ヤ

と
謹
さ
れ
て
あ
る
も
の
の
大
牛
は
、
む
・
註
江
餌
部
ち
、
正
義
の
女
神
と
讃
み

か
え
る
方
が
、
内
容
を
よ
り
よ
く
理
解
出
來
る
。
こ
こ
で
、
正
義
が
行
わ
れ
な

い
こ
と
を
風
刺
し
た
繧
と
し
て
、
正
義
の
女
神
に
目
か
く
し
を
し
た
と
い
う
下

り
の
課
文
は
い
さ
さ
か
グ
ロ
テ
ス
ク
で
あ
る
。
印
ち
「
正
義
の
阿
呆
物
が
縄
帯

と
眼
と
の
背
後
に
置
か
れ
て
い
る
」
と
ヨ

　
第
三
一
節
「
法
と
詩
」
の
中
で
、
イ
エ
ー
リ
ソ
グ
の
“
灌
利
圏
雫
論
”
に
ふ

れ
た
個
所
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
が
「
ベ
ニ
ス
の
商
入
」
の

中
で
、
シ
ャ
イ
β
ヅ
ク
を
不
當
に
取
扱
つ
た
こ
と
を
イ
エ
ー
リ
ソ
グ
が
彊
く
非

難
し
た
と
い
う
有
名
な
話
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
黙
に
關
し
て
講
文
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ヤ
　
　
む
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ

康
文
か
ら
離
れ
て
い
る
。
「
イ
エ
ー
リ
ン
グ
は
シ
ャ
イ
ロ
ッ
ク
が
、
法
の
牽
彊

附
會
に
よ
つ
て
、
契
約
の
文
字
通
り
の
適
用
に
よ
つ
て
不
正
を
行
つ
て
い
る
こ

八
七

（
九
七
三
）



紹
　
介
　
と
　
批
　
評

と
に
憤
り
を
感
じ
た
。
法
の
歴
史
に
お
い
て
は
老
朽
化
し
た
法
は
こ
の
様
な
歪

曲
方
法
で
形
成
し
直
さ
れ
る
の
を
常
と
す
る
。
ー
こ
の
コ
ー
ラ
ー
の
反
封
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
ヤ
　
　
む
　
　
モ
　
　
ヘ
　
　
ち

も
次
の
様
な
異
論
を
斥
け
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
す
な
わ
ち
シ
ャ
イ
ロ
ッ
ク
が

ち
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
う
　
　
　
や
　
　
　
む
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
む
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
む
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

利
得
の
黙
で
で
は
な
く
、
彼
の
理
由
づ
け
に
於
て
不
正
を
な
し
た
こ
と
に
依
然

と
し
て
攣
り
は
な
い
。
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
が
現
に
描
い
た
物
語
に
お
い
て
は
、

こ
の
意
味
で
の
不
正
が
明
ら
か
に
語
ら
れ
て
い
な
い
。
ー
そ
れ
は
ま
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
た
ぐ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
ヤ
　
じ
　
む
　
む
　
ヤ

取
上
げ
る
に
値
し
な
い
類
の
入
間
の
、
し
か
も
ユ
ダ
ヤ
入
の
無
思
慮
な
取
引
で

あ
つ
た
。
し
か
し
、
シ
ャ
イ
ロ
ッ
ク
の
像
が
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
手
に
よ
つ

　
　
む
　
　
や
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
む
　
　
セ
　
　
む
　
　
む
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
む
　
　
モ
　
　
め
　
　
も

て
、
笑
つ
た
り
怒
つ
た
り
す
る
脇
役
か
ら
悲
劇
的
入
物
に
成
長
し
…
…
」
。
こ

の
文
章
を
卒
直
に
受
け
入
れ
た
讃
者
は
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
と
い
5
法
哲
學
者

は
、
「
灌
利
の
た
め
の
闘
雫
」
を
さ
え
知
ら
な
い
と
誤
解
す
る
で
あ
ろ
う
。
少
し

で
も
イ
ェ
ー
リ
ソ
グ
や
ラ
教
授
を
知
つ
て
い
る
者
で
あ
れ
ば
誰
で
も
容
易
に
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
も
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
い
　
　
ヤ

像
が
つ
く
で
あ
ろ
う
よ
う
に
、
こ
こ
は
『
イ
ェ
ー
リ
ソ
グ
は
、
シ
ャ
イ
ロ
ッ
ク
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
む
　
　
セ
　
　
　
ち
　
　
も

法
の
曲
解
に
よ
り
、
契
約
の
文
言
を
楯
に
と
つ
た
適
用
に
よ
り
、
不
法
を
蒙
つ

う
　
　
　
も
　
　
ち

た
こ
と
を
憤
慨
し
て
い
る
。
コ
1
ラ
ー
の
「
法
史
に
於
て
は
、
老
朽
化
し
た
法

は
、
こ
の
よ
う
な
歪
ん
だ
方
法
で
新
た
に
形
成
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
る
」
と
い

5
反
論
は
、
こ
の
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
の
抗
議
を
除
去
し
得
な
い
。
何
故
な
ら
こ
う

　
　
　
　
　
　
ち
　
　
む
　
　
ヤ
　
　
じ
　
　
セ
　
　
む
　
　
ヤ
　
　
セ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
も
　
　
ち
　
　
や
　
　
ヤ
　
　
ち

言
う
な
ら
ば
、
結
果
に
於
て
で
は
な
い
が
、
論
謹
に
於
て
、
依
然
と
し
て
シ
ャ

イ
ロ
ッ
ク
に
不
法
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
攣
り
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
シ
ェ
ー
ク

ス
ピ
ア
が
見
つ
け
た
物
語
で
は
、
明
ら
か
に
、
此
の
意
昧
で
の
不
法
は
問
題
で

は
な
か
つ
た
。
こ
れ
は
、
眞
面
目
に
受
取
ら
れ
な
い
詰
ま
ら
な
い
入
間
印
ち
ユ

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
セ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
も
　
　
も
　
　
ち

ダ
ヤ
入
を
、
考
え
な
し
に
取
り
扱
つ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
し
か
し
シ
ャ
イ
ロ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
う
　
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
も

ク
の
姿
が
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
手
に
よ
つ
て
、
笑
う
べ
き
、
不
楡
快
な
脇
役

か
ら
、
悲
劇
的
な
人
物
に
生
成
し
…
』
と
鐸
す
べ
き
所
で
あ
ろ
う
。

五

八
八

（
九
七
四
）

最
後
に
、
私
は
此
の
御
螢
作
に
つ
い
て
、
最
も
端
的
に
そ
の
特
徴
が
表
わ
れ

て
い
る
二
種
の
も
の
を
あ
げ
た
い
と
思
う
。

　
や
は
り
「
法
の
美
學
」
の
中
で
「
檜
書
と
法
」
に
つ
い
て
の
美
し
い
叙
述
を

謬
し
た
一
節
に
「
…
…
正
義
（
O
霞
8
辟
㎡
ざ
詫
）
の
概
念
の
よ
う
な
、
極
め

て
男
ら
し
い
概
念
は
女
の
形
像
に
で
は
な
く
男
の
形
象
の
中
に
騰
現
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
む

る
。
1
た
と
え
ば
青
銅
の
天
使
（
国
旨
Φ
β
瞬
9
）
ミ
カ
エ
ル
が
、
實
際
に
創
を

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
セ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
じ
　
　
　
ち

お
び
、
秤
を
持
つ
た
い
と
若
々
し
い
裁
到
官
の
像
で
現
わ
れ
る
檬
に
…
…
」
（
一

二
二
頁
）
。
そ
れ
か
ら
少
し
後
に
は
『
す
で
に
ザ
ク
セ
ン
の
都
市
法
は
、
す
す

ん
で
次
の
様
に
規
定
し
て
い
る
。
「
い
ず
こ
に
て
も
裁
到
官
席
上
に
は
最
年
少

ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
　
ち

の
裁
判
官
が
お
か
る
べ
き
こ
と
」
、
一
つ
の
警
告
と
し
て
は
「
裁
判
官
は
他
日

自
身
も
裁
か
れ
る
」
と
。
』
い
う
講
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
「
い
と
若
き
」

若
く
は
「
最
年
少
の
裁
到
官
」
の
原
語
は
何
か
と
、
原
文
を
當
つ
て
み
る
と
、

そ
こ
に
は
山
器
魯
冨
魑
富
O
忠
♂
算
と
い
う
文
字
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ

は
「
最
後
の
審
到
」
と
謬
す
筈
だ
と
私
は
記
憶
し
て
い
る
。
だ
か
ら
前
の
謬
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

は
「
最
後
の
審
判
の
繕
の
中
に
大
天
使
ミ
カ
エ
ル
が
…
…
」
と
な
る
筈
だ
し
、

後
者
は
「
…
…
裁
到
官
は
他
日
自
身
が
裁
か
れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
の
警
告
と

し
て
、
ど
こ
で
も
裁
判
官
の
座
の
上
に
、
最
後
の
審
到
の
鱈
が
掲
げ
ら
れ
る
べ

き
こ
と
を
ザ
ク
セ
ン
の
都
市
法
が
規
定
し
て
い
る
」
と
講
し
た
方
が
素
直
で
あ

り
、
事
柄
を
わ
き
ま
え
た
課
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
「
小
さ
く
、
貧
し
く
、
抑
堅
さ
れ
た
者
の
富
み
か
つ
灌
力
あ
る
者
に

　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

勤
す
る
笑
を
、
ず
る
い
土
星
の
不
恰
好
な
火
星
に
野
す
る
笑
を
、
或
は
狐
の
狼

　
　
　
　
　
　
ち

や
熊
に
封
す
る
笑
」
が
、
「
法
の
老
猫
な
説
服
を
内
容
と
す
る
傳
承
的
物
語
」
に



現
わ
れ
て
い
る
そ
う
曽
、
あ
る
（
一
二
九
頁
）
。
し
か
し
「
笑
」
（
冒
器
げ
o
）

箪
語
は
、
ど
う
も
原
語
で
は
窓
9
Φ
（
復
讐
）
以
外
に
は
見
當
ら
な
い
。

な
る
と
笑
い
事
で
は
濟
ま
さ
れ
な
い
。

山！、

こな
うる

　
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
教
授
の
著
作
は
、
美
し
い
文
章
で
あ
る
の
が
常
で
あ
る
。

本
書
も
、
た
し
か
に
他
の
著
書
と
比
べ
れ
ば
、
そ
れ
が
序
丈
に
あ
る
よ
う
に
講

義
の
ノ
ー
ト
を
母
胎
と
し
て
出
來
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
表
現
が
簡
箪
で
あ

つ
て
讃
む
の
に
困
難
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
な
い
で
は
な
い
が
、
し
か
し
や
は
り

そ
れ
が
、
類
書
に
は
見
る
こ
と
の
出
來
な
い
、
音
樂
的
・
論
理
的
な
格
調
の
正

し
い
史
畦
で
あ
る
こ
と
を
讃
嘆
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
今
般
現
れ
た
邦
謬
書
が
、
大
騰
に
於
て
、
そ
の
美
し
い
一
晋
調
を
充
分
傳
え
て

い
る
も
の
と
私
は
信
じ
て
い
る
が
、
し
か
し
以
上
の
よ
う
な
、
私
如
き
初
心
者

で
さ
え
、
一
讃
し
た
だ
け
で
指
摘
出
來
る
よ
う
な
ー
た
し
か
に
鹸
り
に
も
原

文
に
忠
實
に
跡
づ
け
た
き
ら
い
は
あ
る
に
し
て
も
ー
ー
、
原
丈
の
丈
意
を
損
う

と
思
わ
れ
る
大
小
の
個
所
が
、
三
〇
〇
以
上
も
獲
見
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

心
か
ら
惜
し
ま
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
の
で
あ
る
。

　
本
書
が
、
ラ
教
授
の
法
哲
學
の
騰
系
書
と
し
て
の
最
後
の
著
書
で
あ
り
、
正

義
と
眞
理
を
愛
し
、
自
由
と
博
愛
の
た
め
に
職
い
、
首
尾
一
貫
し
て
厚
正
し
い
κ

人
で
あ
つ
た
故
教
授
の
思
想
こ
そ
、
我
々
に
勇
氣
と
カ
を
與
え
て
下
さ
る
も
の

で
あ
る
が
故
に
こ
そ
、
・
て
の
講
書
が
一
暦
の
正
確
さ
を
以
つ
て
、
我
國
の
若
い

世
代
に
語
り
か
け
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
の
で
あ
る
。

　
史
化
業
績
霊
義
を
信
條
と
し
て
生
き
ら
れ
た
、
故
教
授
の
作
品
を
、
丈
化
的

香
り
の
高
い
も
の
に
し
て
世
に
出
す
こ
と
は
、
ひ
と
り
諜
渚
の
義
務
で
は
な

紹
　
介
　
と
　
批
　
評

く
、
讃
者
た
る
日
本
文
化
入
が
共
に
参
興
す
べ
き
義
務
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
阿
南
助
教
授
の
御
努
力
に
野
し
て
は
、
深
い
敬
意
を
梯
う
こ
と
に
、
や
ぶ
さ

か
で
は
な
い
が
、
出
來
る
だ
け
早
い
機
會
に
、
再
び
、
出
來
る
だ
け
完
全
な
形

に
同
復
し
て
原
著
を
本
來
の
姿
で
、
し
か
も
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
忠
實
に
御
傳

え
載
き
た
い
と
い
う
の
が
、
ラ
教
授
を
心
か
ら
崇
拝
し
て
い
る
私
の
切
な
る
願

な
の
で
あ
る
。
　
（
弘
丈
堂
刊
、
一
五
八
頁
、
ニ
ニ
O
圓
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
澤
浩
剛
）

八
九

（
九
七
五
）


